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第
13
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
、
11
月
３

日
に
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

市
内
の
小
・
中
学
生
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
が
成
田
為
三
の
楽
曲
や
趣
向
を
凝
ら
し

た
合
唱
曲
を
発
表
し
、
美
し
い
歌
声
を
響

か
せ
ま
し
た
。

　
同
音
楽
祭
は
「
浜
辺
の
歌
」
を
は
じ
め

優
れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多
く
作
曲

し
た
、
米
内
沢
出
身
の
成
田
為
三
を
顕
彰

す
る
と
と
も
に
、
歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
18
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
回
が
13
回
目
。
今
年
は
小
・
中

学
校
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
19
団
体
、

約
７
６
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
「
浜
辺
の
歌
」

と
「
北
秋
田
市
民
歌
」
を
参
加
者
全
員
が

合
唱
。
続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
て
佐
藤

教
育
長
が
「
成
田
先
生
の
作
品
を
郷
土
の

誇
り
と
し
て
歌
い
、
未
来
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
、
北
秋
田
市
民
の
義
務
で
も

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
音
楽
祭
も
そ

の
機
会
の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
が
毎
日
練

習
を
重
ね
て
き
た
様
々
な
曲
を
心
を
込
め

て
歌
い
、
成
田
先
生
の
作
品
、
音
楽
と
合

唱
の
す
ば
ら
し
さ
を
分
か
ち
合
う
一
日
と

し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
斎
藤
洋
氏
の

記
念
演
奏
が
行
わ
れ「
浜
辺
の
歌
変
奏
曲
」

な
ど
４
曲
を
演
奏
し
、
繊
細
な
音
色
と
旋

律
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午
前
・
午
後

の
２
部
構
成
。
午
前
の
部
で
は
、
前
田
小

学
校
が「
ウ
ィ
ズ 

ユ
ー 

ス
マ
イ
ル
」、「
み

ん
な
が
み
ん
な
英
雄
」
の
２
曲
を
声
高
ら

か
に
合
唱
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
各
団
体

が
２
曲
か
ら
３
曲
の
合
唱
を
披
露
し
た
ほ

か
、
曲
に
合
わ
せ
た
振
り
付
け
な
ど
を
加

え
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表
も
あ
り
、
各

団
体
と
も
心
を
一
つ
に
し
て
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
。

第
13
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

美
し
い
歌
声
響
く▲会場全体に美しい歌声を響かせた阿仁合

小学校

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
11
月
４
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
今
年
の
活
動
の
経
過
や
意
見
発

表
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
感

じ
た
こ
と
や
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
は
、
遺
跡
へ
の
興
味
関
心
を
高

め
、
体
験
的
実
践
を
通
し
て
遺
跡
へ
の
愛

着
心
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
世
界
遺
産

登
録
推
進
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
27
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
ま
で
の
40
人
が
登
録
し
、
遺
跡
の
現
地

ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
で

の
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
は
じ

め
に
佐
藤
教
育
長
が
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の

素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
発
信
し
て

い
く
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
一
緒
に
考
え
る
時

間
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
代
表
し
て
中
嶋
杏
莉
さ
ん
（
秋
田

北
鷹
高
１
年
）
が
「
私
た
ち
が
取
り
組
ん

で
き
た
ガ
イ
ド
体
験
や
様
々
な
活
動
で
感

じ
た
遺
跡
に
寄
せ
る
想
い
を
発
表
し
ま

す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
原
田
夏
南
さ
ん
（
合
川
小

５
年
）
と
梶
原
春
華
さ
ん
（
綴
子
小
５
年
）

が
、
鮭
の
稚
魚
を
放
流
し
た
カ
ム
バ
ッ
ク

縄
文
サ
ー
モ
ン
事
業
や
５
月
の
大
型
連
休

と
夏
休
み
に
行
な
っ
た
ガ
イ
ド
活
動
な
ど

を
報
告
。
さ
ら
に
意
見
発
表
で
は
、
佐
藤

凛
さ
ん
（
綴
子
小
６
年
）
が
「
遺
跡
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
り
、
世
界
遺
産
に
登
録
し

た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
目
標
を
持
つ
人
た
ち
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
、
そ
の
想
い
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
で
世
界
遺
産
へ
の
道
筋
が
見
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
」
な
ど
と
ガ
イ
ド
活
動

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
意
見
発
表

▲伊勢堂岱遺跡への想いを発表したジュニ
アシンポジウム

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

10
月
18
日（
木
）

19
日（
金
）

21
日（
日
）

22
日（
月
）

23
日（
火
）

25
日（
木
）

26
日（
金
）

27
日（
土
）

28
日（
日
）

30
日（
火
）

11
月
1
日（
木
）

２
日（
金
）

５
日（
月
）

６
日（
火
）

７
日（
水
）

８
日（
木
）

９
日（
金
）

11
日（
日
）

12
日（
月
）

13
日（
火
）

15
日（
木
） ▽

国
立
市
・
北
秋
田
市
友
好
交
流
都
市
協
定
締
結
式（
北
欧
の
杜
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）▽
両
市
長
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
映
画

「
四
月
の
永
い
夢
」上
映
会（
文
化
会
館
）

▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事
会
・
総
会（
藤
里

町
）▽
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
）▽
元
森
吉
町
議
会
議
員 

神
成
長
氏
死
亡
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）

▽
北
士
館
道
場
開
館
45
周
年
記
念
式
典（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
佐
々
木
弘
重
氏 

版
木
の
寄
贈（
本
庁
舎
）▽
東
北
国
道
協
議
会 

総

決
起
大
会（
秋
田
市
）

▽
東
海
地
区
企
業
懇
談
会
in
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ（
名
古
屋
市
）

▽
柘
植
六
郎
氏
遺
品 

樺
細
工
棚
の
寄
贈（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
定
例
会（
秋
田
市
）

▽
綴
子
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
行
政
懇
談
会（
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
12
回
北
秋
田
市
産
業
祭 

開
会
式（
鷹
巣
体
育
館
）▽
第
13
回
北
秋

田
市
文
化
祭 

芸
術
文
化
表
彰
授
与
式（
文
化
会
館
）

▽
高
橋
克
典
氏 

北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
大
使
就
任
式
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
98
回
取
締
役
会（
同
所
）▽

鷹
巣
町
役
場
職
員
Ｏ
Ｂ
友
の
会
秋
季
研
修
会（
耕
ホ
ー
ル
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
農
政
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

▽
各
期
成
同
盟
会
秋
季
合
同
要
望
活
動（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
議
会
第
４
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員

協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
盛
岡
秋
田
道
路
・大
曲
鷹
巣
道
路
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
仙
北
市
）

▽
秋
田
県
市
長
会
表
彰
盾
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業

懇
談
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会 

要
望
活
動（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
商
工
会 

市
長
と
の
懇
談
会（
本
庁
舎
）

▽
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会 

チ
ャ
リ
テ
ィ
婦
人
芸
能
祭（
文
化
会

館
）▽
阿
仁
自
治
会
長
会
研
修
会（
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
）

▽
元
阿
仁
町
長 

今
井
乙
麿
氏
叙
位
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
国
道
整
備

事
業
促
進
期
成
同
盟
会
合
同
要
望（
秋
田
市
）

▽
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
け
る
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
第
２

回
秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）▽
知
事
と
市
町

村
長
と
の
行
政
懇
談
会（
秋
田
市
）

▽
県
選
出
等
国
会
議
員
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）▽

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村
建
設
促
進
大
会（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
首
都
圏
懇
談
会（
東
京
都
）

１月５日（土)～３月３日（日）１月５日（土)～３月３日（日）

販売・利用期間販売・利用期間

森吉山二次アクセス運営協議会事務局
（商工観光課内）☎62‐5370
森吉山二次アクセス運営協議会事務局
（商工観光課内）☎62‐5370

大人大人 小人小人

料金料金

◇秋田内陸線　鷹巣駅／阿仁合駅／角館駅
◇大館能代空港ターミナルビル㈱
◇奥の湯「森吉山荘」
◇クウィンス森吉
◇打当温泉「マタギの湯」

観光パス販売窓口

森吉山観光パス森吉山観光パス【冬季】【冬季】

森吉山の樹氷まるごと一日おたのしみ森吉山の樹氷まるごと一日おたのしみ

4,8004,800円円
（中学生以上）（中学生以上）

2,4002,400円円
（小学生）（小学生）

平成30年

12月１日～3 月31日
平成31年

対象期間

　対象期間中に大館能代空港を利用された方に片
道2,500円の助成をします。
《申請手続》　搭乗者本人または同居の家族
《申請書類》　申請書（要押印）／搭乗案内（ピンク
色）または搭乗券／窓口に来られる方の身分証明
《申請期限》　搭乗後 30日以内
《申請場所》　生活課または各総合窓口センター

大館能代空港利用促進事業北秋田市実行委員会
事務局（北秋田市総合政策課内）☎62‐6606

お問い合わせ

北秋田市民対象北秋田市民対象

大館能代空港利用者に大館能代空港利用者に

大館能代空港利用者に

大館能代空港利用者に大館能代空港利用者に大館能代空港利用者に

を助成を助成５,０００円５,０００円５,０００円５,０００円最大最大

片道２,５００円片道２,５００円片道２,５００円片道２,５００円

あ
ん
り

か
の
ん

は
る
か

り
ん

秋田
の冬

お問い合わせお問い合わせ


